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２）『漢書 第四冊』（中華書局） p.1033 
３）『漢書 第八冊』（中華書局） p.2257 








































２）『漢書 第四冊』（中華書局） p.1033 
３）『漢書 第八冊』（中華書局） p.2257 
４）『孟子定本 巻四』（富山房 漢文大系第一巻） p.2 
５）『漢書』（中華書局）第十冊 p.3114 
６）中國哲學書電子化計劃 https://ctext.org/zh 
７）同上 
 
≪参考文献≫ 
（１）『周礼』：『儀礼』『礼記』と共に三礼と呼ばれる。儒家が重視する十三経の一つで、周王朝（紀元前1046年
頃～紀元前256年）の制度について記載されているといわれる。成立は漢代以降とされる。 
（２）『漢書』：後漢（25年～220年）の章帝の時に班固・班昭らによって編纂された歴史書で、前漢（紀元前206
年～８年）のことを記したものである。唐（618年～907年）の顔師古による注が付されている。 
（３）『孟子』：中国戦国時代（紀元前403年～紀元前221年）の儒学者、思想家である孟子の言行をまとめたも
のである。儒教正典の四書の一つである。後漢の趙岐による注が付されている。 
（４）『説文解字』：後漢の許慎による最古の部首別漢字字典である。 
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